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生物基盤研究部のうち，微生物分類室および微生物系統保存室は理研微生物系統保存施設（Japan

Collection of Microorganisms, JCM）を構成し，微生物系統保存事業を行っている。動物試験室
は動物実験の支援と周辺技術の開発を行っている。
微生物系統保存事業は研究および産業上で重要な微生物株を収集・保存し，研究者に供給する

ことにより，わが国のライフサイエンス研究を促進するのが目的であるが，同時に，わが国の微
生物分類学研究センターとしての機能を果たすことが期待されている。質的に高い微生物系統保
存事業を行うためには，固有の形質を保持する微生物株を，最新の学名のもとに迅速に提供する
ことが大切である。そのためには，保存微生物についての高度の分類学的研究が必要となり，固
有の形質を変化させることなく安定に長期間保存できる方法を開発しなければならない。微生物
分類学研究センターとしての役割を果たすには，これらの研究に加えて，微生物の系統的な類縁
関係の解明や微生物進化に関する研究が必要になり，更に，膨大な分類学的データを処理し，解
析する技術の開発が必須になってくる。このような観点から，長期的な視野にたち，細菌，放線
菌，古細菌，酵母および糸状菌を対象とする研究を進めている。また，地球的な規模での環境破
壊が進行するなかで，生物学的多様性の保全が重要な国際的課題となっているが，微生物系統保
存機関は微生物の多様性保全の一翼を担うことが要求されている。微生物系統保存施設でも未知
微生物種の調査に力を入れており，特に熱帯および亜熱帯地域を含む，東アジアの自然環境に棲
息する微生物種について国際共同研究を推進している。
動物試験室は研究室の動物実験を支援するため，実験動物の系統維持，繁殖，飼育管理，動

物実験に関する技術と知識の普及などの支援業務に加え，関連研究室からの要請を受け，モノク
ローナルおよびポリクローナル抗体の作製を行っている。また，質の高い支援業務を行うために，
病体モデル動物や動物実験に関する新しい周辺技術の開発研究を行っている。

微生物系統保存事業（Japan Collection of Microor-

ganisms）
（1）微生物株の収集・保存
前年に続き，国内外の研究者および微生物系統保存機関

より，寄託と交換により学術的に重要な微生物株を収集・
保存した。また，担当者が自らの研究のために入手・分離
した株についても，論文発表等が完了したものは JCMに

登録し，保存した。本年度は JCM全体で新たに 388株を
登録した。年度末の総登録株数（実働数）は 9952株（細菌
4557，放線菌 1808，古細菌 190，糸状菌 1254，酵母 2122，
その他 21）であった。
（2）微生物株の分譲
本年度の分譲実績は合計 908 件 2825 株であった。その
うち有料分は 2258株，海外向けは 475株であった。

微生物分類室

Systematics Division

室 　長 辨 野 義 己
BENNO, Yoshimi

当室では乳酸菌，嫌気性細菌，好気性細菌，子のう菌酵
母および糸状菌を対象とした分類学ならびに系統学に関す
る研究を行い，微生物の系統的な類縁関係の解明を実施し
ている。また，自然環境に棲息する微生物種の多様性解析
研究の一環として，リボゾーム遺伝子を用いて，ヒトの口
腔内や腸管内の常在微生物叢の構造解析も行っている。さ
らに，当室が微生物の迅速菌種同定システムの研究開発を
行い，微生物の分離・同定および分類学の中心的な役割を

担うべく体制を整えている。

1. 微生物の分類学的および系統学的研究
（1）嫌気性細菌の分類・系統に関する研究
（ i）Bifidobacterium lactis は B. animalis と類似菌種で
ある（辨野）

1997年に提案された Bifidobacterium lactis の表現形質
は B. animalisのそれと類似していることを明らかにした。
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さらに両菌種の基準株（JCM 10602T および JCM 1190T）
ならびに関連菌種菌株を用いて DNA/DNA相同性試験の
結果，両菌種は高い相同値を示し，遺伝学的にも同一菌種
であることを確認した。
（ ii）Bifidobacterium infantisおよび B. longumの分類学
的研究について（坂田 ＊1，辨野）

B. infantisおよび B. longumは混在した表現型を示すが，
高い DNA相同値を示すため，同一種と考えられる。両菌
種を株（strain）レベルでの区別を行うために遺伝学的手法
の 1つである Ribotypingおよび RAPD-PCRを行ったと
ころ，明確に区別することができることが確認された。
（ iii）Tannerella forsytha gen. nov., comb. nov. の提案
（坂本＊2，辨野）
歯周病原性細菌として重視されている Bacteroides

forsythusについて 16S rDNA塩基配列の解析および菌体脂
肪酸組成など系統学的・分類学的な検討の結果，Bacteroides

に属する菌種とは独立した菌属であることが明らかとなり，
新属・新組み合わせ，Tannerella forsytha とすることを提
案した。
（2）好気性グラム陰性細菌の分類に関する研究
（ i）Pseudomonas属の包括する菌種の範囲の検討（小迫）
現在 Pseudomonas 属は正式に発表された 82菌種の系統

的にヘテロな菌種によって構成されている。今回は，該属が
包括する菌種の範囲を確認する目的で，16S rDNAの塩基配
列を入手し系統解析を行った。その結果，γ-Proteobacteria

に属する 62 菌種の内 58 菌種が 90%以上の sequence ho-

mologyを有し高いブートストラップ値で 1つの系統群を形
成した。これらのことより，58菌種が Pseudomonas 属の
包括する菌種の範囲と結論した。現在，属の記載について
検討中である。（愛知医科大学藪内英子氏との共同研究）
（ ii）Sphingomonas 属の 4つの系統群に関する分類学的
検討（小迫）

Sphingomonas 属には 16S rDNAを用いた系統解析によ
る系統樹の中で，4つの大きな系統群が確認された。そこで，
これらの系統群を別属として提案することが妥当かどうか
検討した。当該属に含まれる 26菌種の生理生化学的性状，
菌体脂肪酸組成，菌体脂質の解析を行った結果，それぞれの
系統群を特徴づける性状が確認されず，分割すべきではない
という結論に達した。今回得られたデータを Sphingomonas

属の記載に追加する手続きをとった。（愛知医科大学藪内英
子氏；大阪市立大学小林和夫氏，藤原永年氏，中 崇氏と
の共同研究）
（3）子のう菌系酵母の分類に関する研究
（ i）Debaryomyces 属および Yamadazyma 属酵母の分子
系統学的研究（鈴木（基））

Debaryomyces 属および Yamadazyma 属（変種を含む全
35 種）は 18S rDNA 全塩基配列に基づいて 10 系統群に
分けられることを明らかにしてきた。今回は 18S rRNAの
E23-1，E23-2および E23-5領域の二次構造に基づいた 18S

rRNA signature sequenceについて RNA 二次構造作成プ
ログラムを用いて検討した結果，ループ，バルジおよび 3

箇所のヘリックスの塩基配列によって，これら 10系統群は
互いに識別できることが判明した。
（ ii）Candida magnoliae および関連酵母の分子系統学的
研究（鈴木（基））

26S rDNAの D1D2領域の塩基配列は酵母の種を識別す
る指標として重要となってきている。そこで，C. magnoliae

の基準株を含む 15株の D1D2塩基配列を決定し，NJ法に
よる系統樹を作成した結果，これらは 6群に分かれた。基
準種を含む 6 株で構成される 1群は C. magnoliae である
が，他の 5つの群は別種である可能性が示された。
（ iii）Trichosporiella 属および関連酵母様菌類の分子系統
学的研究（鈴木（基））
菌糸側面の小歯状突起に出芽型分生子を形成する Tri-

chosporiella 属 4種および関連酵母様菌類の 18S rDNA塩
基配列に基づく系統関係をNJ法によって検討した。その結
果，T. flavificansは Dipodascus cladeに含まれ，T. paludi-

gena および T. ornithopodaは形態学的に関連のある Blas-

tobotrys 属 4 菌種とともに Stephanoascus cladeに含まれ
た。Trichosporiella 属の基準種の T. cerebriformis は真正
子嚢菌類に含まれた。Trichosporiella 属は系統学的に不均
一である。
（4）糸状菌類の分類に関する研究
（ i）台湾産菌類（岡田）
台湾新竹より糸状不完全菌類 Podosporium beccarianum，

Stilbella bambusaeなどを採集分離した。他の地域や基質よ
り現在までに得られている関連種を加え，分子系統分類学
的解析を開始した。（台湾食品工業発展研究所菌種保存及研
究中心（CCRC）との共同研究）
（ ii）Mycovellosiella sp.（岡田，三井＊3）
ナス科植物イヌホオズキとアメリカイヌホオズキより糸
状不完全菌Mycovellosiella sp.を採集分離した。18S rDNA

塩基配列を決定し，系統解析した結果，子嚢菌Dothideales

のクラスターに含まれた。
（ iii）Cladosporium 属および類似菌類の系統分類（三井
＊3，岡田）
18S rDNA 塩基配列に基づくと，供試した 10 種の Cla-

dosporium 属菌および Fulvia fulva は，C. herbarum（基
準種）のテレオモルフが属す子嚢菌 Dothidealesのクラス
ターに所属した。一方 Hormoconis resinae は Onygenales

（Myxotricaceae）のクラスターに属した。H. resinae のテ
レオモルフである Amorphotheca resinae が形成する閉子
嚢殻の形態は Onygenalesの Gymnoascaceaeと Eurotiales

の Trichocomaceaeの中間型であると従来考えられてきた
が，今回の 18S rDNA塩基配列に基づく結果から，本菌が
Myxotricaceaeに近縁であることが示唆された。
（ iv）Wallemia sebi，Stachycoremium parvulum（岡田）
糸状不完全菌類Wallemia sebi，Stachycoremium parvu-

lum の 18S rDNA塩基配列を解析した結果，両者は担子菌
類であることが判明した。（微生物系統保存室との共同研究）
（v）新規細胞周期阻害物質生産菌類の同定（岡田）
新規細胞周期阻害物質（curvularolと RK-9794）の生産

菌類を Curvulariaならびに Fusariumと属レベルで同定し，
近縁種について検討した。（抗生物質研究室との共同研究）
（vi）新規ミコフェノール酸誘導体生産菌の同定（岡田）
新規ミコフェノール酸誘導体 F13459の生産菌を Penicil-

lium 属と同定し，近縁種について検討した。（動物・細胞
システム研究室との共同研究）

2. 常在微生物叢の多様性解析および乳酸菌の整腸効果
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に関する研究
（1）PCR法による新規口腔内細菌（Molecular Oral Bac-

teria）の検出（坂本 ＊2，辨野）
16S rDNAクローンライブラリーの解析によって得られ

た結果を基に，5菌群の Molecular Oral Bacteriaを標的と
して菌群特異的プライマーを作成し，歯肉縁下プラークお
よび唾液からの検出を試みた。得られた増幅産物をクロー
ニングし，その配列を決定した結果，増幅産物は全て標的
菌群であり，作成したプライマーは，実際の臨床材料でも
有効であることが明らかとなった。5菌群のうち，歯周疾
患に関係なく検出されるのは 4菌群であり，残りの 1菌群
は歯周病患者の歯肉縁下プラークおよび唾液からのみ検出
され，歯周疾患との関連性が示された。
（2）ヒトの腸管内細菌の 16S rDNAライブラリーの構築
（林 ＊4，坂本＊2，辨野）
ヒトの腸管内フローラにおける微生物生態系を明らかに
するために，健康成人 3名から糞便を採取し，DNAの抽出
を行い，16S rDNAライブラリーの構築を行った。16S ク
ローンライブラリーから Bacteroides 属，Streptococcus 属，
Clostridium クラスター IV，XIVに含まれる菌種由来の配
列を検出した。これらの配列の中には既存菌種とは異なる
菌種（群）を多数を含んでいた。
（3）ヒト糞便からの胆汁酸脱水酸化菌の検出（北原 ＊3，
辨野）

Clostridium scindens と C. hiranonis は高い胆汁酸脱水
酸化活性を有することが明らかとなっている。これら 2菌
種について種特異的プライマーを作成し PCR 法を用いて
ヒト糞便からの検出系を確立した。健康成人および老人の
糞便サンプルについて 2菌種の検出を試みた。その結果 C.

scindensについては 34例中全例から検出され，C. hirano-

nisについては 34例中 18例から検出され，2菌種はヒトの
常在細菌であることが明らかとなった。
（4）菌種特異的プライマーによるヒト腸管由来 Eubac-

terium の検出（影山 ＊3，辨野）
ヒト腸内優勢菌種である Eggerthella（以下 Eg.）lenta，

Eubacterium（以下 E.）biforme，E. limosum，E. cylin-

droides，E. rectale および E. eligens の各菌種特異的プラ
イマーの特異性を確認し，nested PCR法にて糞便サンプ
ル 7例より直接検出を試みたところ，Eg. lenta，E. eligens

および E. rectale は全例より検出され，E. biforme は 7例
中 5例より，E. cylindroidesは 7例中 2例より，さらに E.

limosum は 7 例中 1 例のみに検出されることが明らかと
なった。
（5）Lactobacillus gasseri および Lactobacillus caseiのプ
ロバイオテイク効果（東 ＊5，大木＊2，辨野）
健康成人に Lactobacillus gasseri NY0509および Lacto-

bacillus casei NY1301を用いて調製した発酵乳を投与した
ところ，腸内 Lactobacillus（特に L. gasseri），および Bi-

fidobacterium（特に B. adolescentis，B. longum）の菌数
が増加し，Clostridium の菌数が減少することが認められ，
両菌株は優れたプロバイオテイク効果を示すことが明らか
となった。
（6）Lactobacillus helveticusのプロバイオティク効果（斎
藤＊5，辨野）

L. helveticus GCL1001を用いて作られた発酵乳を健康

成人に投与したところ，糞便内の Bifidobacteriumの菌数が
有意に増加し，便性が改善されていることが明らかになっ
た。この際，投与された L. helveticus は腸管を通過し糞便
中に存在することが，分子生物学的手法を用いて確認され
た。引き続き行ったプラセボ比較試験でも同様の効果を得
たことから，L. helveticus の整腸作用が確認された。

3. 微生物の迅速菌種同定システムに関する研究
（1）Bifidobacterium 属のリボタイピング解析（辨野，坂
田 ＊1）

Bifidobacterium 属の迅速菌種同定システムを確立する研
究の一環として，本属に属する 31菌種 88菌株のリボタイ
ピング解析を行ったところ，3群（A～C）に分類され，A

群は 6 菌種 7 株（B. saeclare，B. gallicum，B. indicum，
B. coryneforme，B. asteroides，および B. pullorum）か
ら成り，次いで B 群は 16 菌種 75 株（B. pseudolongum

subsp. globosum，B. pseudolongum subsp. pseudolongum，
B. pseudocatenulatum，B. ruminatium，B. merycicum，
B. infantis，B. thermophilum，B. adolescentis，B. angu-

latum，B. catenulatum，B. animalis，B. bifidum，B. suis，
B. breve，B. boum，B. dentium，および B. magnum）か
ら成り，C群は 3菌種 6株（B. mininum，B. subtile，お
よび B. longum）から構成されていた。各菌種は特異的な
パターンを示すため，菌種同定に有効であることが確認さ
れた。

＊1 研修生，＊2 協力研究員，＊3 ライフサイエンス研究協力
員，＊4 基礎科学特別研究員，＊5 委託研究生
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微生物系統保存室

Culture Collection Division

室 　長 鈴 木 健 一 朗
SUZUKI, Ken-Ichiro

当室は，特に好気性細菌，放線菌，古細菌，および担子菌
系酵母を対象として広く研究者から微生物株を収集し，保
存することによって微生物系統保存事業の一端を担ってい
る。同時に，対象微生物群の自然界からの分離および系統
分類学的解析を行い，新規微生物群の探索も行っている。
保存微生物の品質管理の裏付けには先端的な微生物分類学
の存在が不可欠であり，新しい分類学的手法の開発と，分
類指標の生物学的評価を主な研究テーマとしている。また，
微生物の寄託，分譲の受付業務を分担し，ユーザーとの接
点として機能するとともに，内部では保存微生物株のデー
タと在庫の管理を行い，業務の円滑化を図っている。

1. 系統保存事業
（1）系統保存微生物の維持管理と分譲（府川＊1，草桶＊1，
大和田，高島）
収集微生物のうち，新規登録が決定された微生物株に対

し，JCM番号の割り当て，データ入力を行い，新しい保存
の受け入れの準備を行った。また，すでに JCMに登録，保
存されている微生物株については在庫管理データベースを
利用し，分譲による在庫の減少に対する補充の準備を行い，
担当者の保存業務を支援した。また，分譲業務も含めた在
庫管理および関連文献の登録，入力および管理も継続して
実施している。
（2）JCM内イントラネットを用いた微生物系統保存業務

の管理とデータチェックシステムの開発（可児＊1，工藤，鈴
木（健））
インターネットで公開しているホームページ上の保存微

生物株のオンラインデータベースの検索システムの改良を
行った。JCM内 LANによる未公開微生物株のデータベー
スに新たに在庫データベースの検索システムを追加し，系
統保存業務に対する支援体制を推進した。

2. 微生物の分類法および同定法の研究
（1）放線菌類の分類に関する研究
（ i）マレーシアより分離したMicrotetraspora 属放線菌の
一新種（工藤，中島＊2）
マレーシアの熱帯雨林より分離した放線菌 3菌株につい

て分類学的位置の検討を行った。これら分離株はいずれも
気菌糸上に 4連結胞子を形成する特徴を有し，化学分類学
的には Streptosporangiaceae 科に共通の性質を示した。以
上の結果と 16S rDNA塩基配列に基づく系統解析より，本
分離株は Microtetraspora 属に属することが明らかとなっ
た。各種生理生化学的性状ならびに DNA-DNA交雑実験の
結果より，これら 3 菌株を Microtetraspora 属の一新種で
あると結論し，Microtetraspora malaysiensis と命名した。
（Malaysia 大学 Sabah 校の Ho Coy Choke 教授との共同
研究）
（ ii）Corynebacterium 属細菌における菌体脂肪酸組成と
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